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声高らかに「活力ある山県市」を宣言
山県市合併10周年記念式典



　
10
月
26
日
、
花
咲
き
ホ
ー
ル
で
合
併
10

周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
名
誉
市
民
の
称
号
授
与
や

功
労
者
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、
合
併
後
の

10
年
の
あ
ゆ
み
を
ま
と
め
た
映
像
や
山
県

市
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
市
民
50
人
に
聞
い

た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
の
上
映
、
伊
自
良

北
小
学
校
児
童
に
よ
る「
伊
自
良
十
六
拍

子
」の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
本
市
の「
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
」
の
幕
開
け
の
年
度
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

決
意
を
表
明
す
る
都
市
宣
言
を
行
い
、
合

併
10
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
山
県
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
力
強
く
誓
い

ま
し
た
。

　
山
県
市
の
合
併
に
大
き
く
貢
献
し
た
な

ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
前
山
県
市
長
で

元
高
富
町
長
の
平
野
元
さ
ん
、
元
伊
自
良

村
長
の
村
橋
忠
夫
さ
ん
、
元
美
山
町
長
の

矢
口
貢
男
さ
ん
の
３
人
に
、
名
誉
市
民
の

称
号
を
授
与
し
ま
し
た
。

名
誉
市
民
称
号
授
与

功
労
者
表
彰（
敬
称
略
）

■
地
方
自
治
功
労

　
田
中　
唯
二（
元
教
育
委
員
会
委
員
）

■
住
民
自
治
功
労

　
丹
羽　
英
之（
自
治
会
長
）

　
早
川　
公
明（
自
治
会
長
）

■
教
育
文
化
功
労

　
岡
田　
治
雄（
体
育
協
会
会
長
）

　
西
村　
覺
良（
文
化
財
審
議
会
委
員
）

■
特
別
功
労（
合
併
功
労
）

合
併
協
議
会
委
員

　
村
瀬　
伊
織

　
久
保
田　

　
武
山　
和
行

　
藤
岡　
　
功

　
山
田　
　
登

　
三
井　
怜
子

　
上
野
登
志
博

　
髙
橋　
　
稔

　
川
島　
清
夫

　
舩
戸　
繁
俊

　
棚
橋　
壽
子

　
長
屋　
　
孝

　
田
中　
一
男

　
大
　
克
巳

　
小
森　

明

　
石
神
み
ち
子

合
併
協
議
会
事
務
局
長

　
酒
向　
　
隆

山県市合併10周年
記念式典

「活力ある市」目指し宣言

村橋忠夫さん 平野元さん

矢口貢男さん
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都
市
宣
言

出
張
！ 

な
ん
で
も
鑑
定
団
in
山
県

奈
良
正
倉
院
に
残
る

　
　
　
最
古
の
戸
籍
を
複
製

　
本
市
の「
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」の
幕
開

け
に
際
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
決
意
表
明
と
し
て
都
市
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
宣
言
文
は
、
６
月
に
設
置
さ
れ
た

自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
で
検
討
が
重

ね
ら
れ
、
市
議
会
第
３
回
定
例
会
で
議
決

さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
の
記
念
式
典
で
の

披
露
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
検
討
に
携
わ
っ
た
同
委
員

会
委
員
長
の
丹
羽
英
之
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
委
員
６
人
、
伊
自
良
北
小
学
校
の
児

童
11
人
、
市
議
会
議
長
と
市
長
の
合
わ
せ

て
19
人
が
、
声
を
そ
ろ
え
て
宣
言
・
披
露

し
ま
し
た
。

　

式
典
の
翌
日
は
、「
出
張
！
な
ん
で
も

鑑
定
団
in
山
県
」
の
公
開
収
録
が
あ
り
ま

し
た
。

　
収
録
は
タ
レ
ン
ト
の
原
口
あ
き
ま
さ
さ

ん
が
司
会
を
務
め
、
市
内
外
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
約
２
０
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
、
年
代
物
の
皿
や
知
人
か
ら
購
入
し
た

つ
ぼ
な
ど
６
点
を
、
鑑
定
士
の
中
島
誠
之

助
さ
ん
と
田
中
大
さ
ん
の
２
人
が
鑑
定
。

　
約
３
０
０
人
の
観
客
は
、
原
口
さ
ん
の

軽
快
な
ト
ー
ク
と
、
鑑
定
結
果
に
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

山県市都市宣言
　清らかな川の流れと湖、緑豊かな森林
は、私たちの宝です。自然災害を防ぎな
がら、おいしい水を生み出し、四季が織
りなす美しい景色は、心の潤いと安らぎ
を与えてきてくれました。
　私たちは、このかけがえのない自然の
恵みを大切にしながら、地域に根ざした
産業を育成し、思いやりと活力あるまち
を目指していくことが必要です。そして、
これを未来に生きる子どもたちへ引き継
いでいかなければなりません。
　そこで、一人ひとりが、この美しいま
ち「ふるさと山県」を愛し、自然とともに
元気に生きていくことを、広く内外に向
けて宣言します。

水と緑を大切に、活力ある山県市

　
大
宝
２
年（
７
０
２
年
）に
作
成
さ
れ
奈

良
正
倉
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
現
存
最

古
の
戸
籍「
大
宝
二
年
御
野
国
山
方
郡
三

井
田
里
戸
籍
」
の
一
部
を
複
製
し
、
合
併

10
周
年
記
念
式
典
と「
出
張
！
な
ん
で
も

鑑
定
団
in
山
県
」
の
公
開
収
録
の
日
、
花

咲
き
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
複
製
し
た
部
分
は
、
戸
籍
の
最
初
に
記

載
さ
れ
た
総
計
部
分
で
、
里
の
戸
数
・
人

口
・
年
齢
構
成
・
兵
士
や
有
位
者
の
こ
と

な
ど
、
三
井
田
里
の
概
要
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
律
令
制
村
落
の
解
明
に
極
め
て
貴

重
な
史
料
だ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
戸
籍
複
製
品
は
、
今
後
、
市
役
所

や
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
に
展
示
す
る
予

定
で
す
。
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平成25年度　「歯と口腔の健康づくり」最優秀賞受賞者の皆さんの声

「
歯
み
が
き
が
ん
ば
る
ぞ
」

美
山
小
学
校　

３
年　

竹
中　

涼

　
ぼ
く
は
、
自
分
の
名
前
が
よ
ば
れ
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
名
前
が
よ
ば

れ
た
時
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
、

自
分
の
歯
が
そ
ん
な
に
き
れ
い
な
ん
だ
な

あ
、
毎
日
み
が
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　
歯
医
者
さ
ん
か
ら
歯
周
病
の
お
話
を
聞

い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
虫
歯
に
な
ら

な
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
歯
周
病
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
も
気
を

つ
け
て
、
家
族
み
ん
な
で
、
歯
み
が
き
を

つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
最
優
秀
賞
の
喜
び
」

梅
原
小
学
校　

６
年　

谷
村
大
明

　
ぼ
く
は
、「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
」

の
し
ん
査
会
で
最
優
秀
賞
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
ん
査
会
の
時
は
、
最

優
秀
賞
を
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ぼ
く
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
時

は
、
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
を
も
ら
え
た
事
を
は
げ
み
に
し
て
こ

れ
か
ら
も
食
べ
方
や
歯
み
が
き
の
正
し
い

や
り
方
に
気
を
付
け
て
生
活
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
め
ざ
せ
！
6
年
生
で
も
最
優
秀
賞
」

　
　

富
岡
小
学
校　

３
年　

永
井　

希

　
「
い
ー
し
て
み
て
。
大
き
い
口
あ
け
て
」

し
ん
さ
か
い
で
、
た
く
さ
ん
の
先
生
が
わ

た
し
の
口
の
中
を
見
ま
し
た
。
わ
た
し
は

ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
発
表
で
、
自
分
の
名
前
を

よ
ば
れ
た
時
は「
や
っ
た
ぁ
」と
心
の
中
で

さ
け
び
ま
し
た
。
め
ん
ど
う
く
さ
い
日
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
毎
日
て
い
ね
い
に
は
み

が
き
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
日
三
回
、
て
い
ね
い
な

は
み
が
き
を
つ
づ
け
ま
す
。
そ
し
て
、
６

年
生
で
も
ま
た
こ
の
賞
に
選
ば
れ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

「
歯
と
口
腔
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
」

伊
自
良
南
小
学
校　

６
年　

川
島
穂
南

　
最
優
秀
賞
に
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
た

時
、
私
は
、
心
の
中
が
喜
び
で
あ
ふ
れ
、

「
や
っ
た
ー
」と
思
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
最

優
秀
賞
が
取
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
今
、私
の
歯
が
健
康
で
あ
る
の
は
、小
さ

い
こ
ろ
か
ら
、お
母
さ
ん
が
お
い
し
い
食
事

を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
や
き
ち
ん
と
歯
を

み
が
く
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
、
健
康
で
じ
ょ
う
ぶ
な
歯

で
あ
る
た
め
に
、
よ
く
か
む
こ
と
と
歯
を

し
っ
か
り
み
が
く
こ
と
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

山
県
市
学
校
保
健
研
究
大
会
　
　 

問
学
校
教
育
課  

℡
22-

６
８
４
４

　
10
月
10
日
、
花
咲
き
ホ
ー
ル
で
第
41
回
山
県
市
学
校
保
健
研
究
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
岐
阜
女
子
大
学
教
授
の
水
野
幸
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
な
る
ほ
ど　
そ
う

だ
っ
た
の
か
！
―
は
や
寝
・
は
や
起
き
・
朝
ご
は
ん
―
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
学
校
環
境
衛
生
優
良
校
と
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
最
優
秀
賞
の
表
彰
が
あ

り
、
次
の
学
校
と
児
童
が
受
賞
し
ま
し
た
。

○
学
校
環
境
衛
生
優
良
校

　
最
優
秀
校　
伊
自
良
北
小
学
校

　
優
秀
校　
　
大
桑
小
学
校

　
優
良
校　
　
富
岡
小
学
校

○
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

　

最
優
秀
賞

　
３
年
生
男
子

　
美
山
小
学
校　
　
竹
中　

 

涼
さ
ん

　
３
年
生
女
子

　
富
岡
小
学
校　
　
永
井　

 

希
さ
ん

　
６
年
生
男
子

　
梅
原
小
学
校　
　
谷
村 

大
明
さ
ん

　
６
年
生
女
子

　
伊
自
良
南
小
学
校　
川
島 

穂
南
さ
ん
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燃えるごみ収集日
12月 1月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

収
集
区
域

高
富

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・田倉・大北・石田町
山本・双葉台・京ヶ洞・南屋敷・石畑・美里
北町・栄町・仲町・共和町・本町1～3丁目・星ヶ丘

休み

★

休み

★

佐賀・見晴台・金池・富岡・梅原・桜尾・大桑 ★ ★ ★
伊
自
良

全域 ★ ★ ★

美
山

乾・富波・西武芸 ★ ★
北山・葛原・谷合・北武芸 ★ ★ ★

不燃ごみ・粗大ごみ直接搬入日
12月 1月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

◎12月27日、12月30日、1月6日に「不燃ごみ」「粗大ごみ」を
クリーンセンターに直接搬入される場合は、12月25日
までに受付センターに電話にて受付を行ってください。

★ 休み ★ 休み ★ ★

ごみの収集・搬入　年末年始の予定
問市民環境課 ℡22-6828　　クリーンセンター ℡55-2202★は通常どおり収集します

粗大ごみ受付センターは、12月28日（土）～1月5日（日）まで休業します。
12月中は、粗大ごみ受付センターが混み合うことが予想されますので、早めに受付を済ませてください。
年末のクリーンセンターへの事業系ごみの直接搬入は、12月30日（月）16時で終了します。
粗大ごみ受付センター　℡23-0108　受付時間　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　８時30分～17時

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
年
始
』

○
運
動
の
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間（
特
に
魔
の
時
間
帯
）

　

に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
12
月
は
、
１
年
の
中
で
最
も
交
通
事
故

が
多
い
月
で
す
。
特
に
夕
暮
れ
か
ら
夜
間

（
16
時
～
20
時　
魔
の
時
間
帯
）に
か
け
て

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
歩
行
者
、
自
転
車

が
被
害
に
遭
う
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
お

出
か
け
の
際
は
、
明
る
い
色
の
服
装
で
、

反
射
材
な
ど
の
光
る
物
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。
運
転
手
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
オ

ン
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
12
月
の
点
灯

時
間
の
目
安
は
16
時
で
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重

要
な
統
計
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。
従
業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て
の

製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成
25
年
12
月

　
ま
た
、
忘
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
重
大
な
事
故
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
声
を
掛

け
合
い
、飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

『
許
し
ま
せ
ん　

飲
酒
運
転　

許
す
人
』

問
企
画
財
政
課
℡
22

−６
８
２
５

31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
へ
の

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
財
政
課
℡
22

−６
８
２
５

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　
　
12
月
11
日
～
20
日

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

暗い色の服の場合

明るい色の服の場合

明るい色の服で
反射材をつけた場合



区　分 一般職 専門職 割愛※ 合　計
採用者数 0人 0人 2人 2人

※割愛とは、一定の手続きによって他の自治体などに身分を移すことで、具体的には、
岐阜県教育委員会の教諭を山県市職員に任用する場合を示します。

⑴ 職員の採用状況	 （平成25年4月1日採用）⑴ 人件費の状況	 （平成24年度決算統計）

⑵ 職員の退職状況	 （平成24年度）

⑶ 部門別職員数の状況と主な増減理由	 （各年4月1日現在）

⑷ 定員適正化計画の数値目標など
①第3次定員適正化計画目標

②過年度（実績）の概要

職員の任免および職員数に関する状況1職員給与の状況2

区　分 定年退職 勧奨退職 普通退職 割愛県復帰 整理退職 死亡退職 合　計
退職者数 8人 9人 4人 3人 0人 1人 25人

部　門
職員数（人） 対前年 

増減数 主な増減理由
平成24年度 平成25年度

一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0
総　務 60 51 △  9 課の廃止・事務の統合
税　務 19 17 △  2 事務分担の見直し
民　生 80 80 0
衛　生 17 13 △  4 事務分担の見直し
農林水産 12 12 0
商　工 4 4 0
土　木 13 13 0
小　計 209 194 △15

特
別
行
政
部
門

教　育 39 34 △  5 事務分担の見直し
消　防 53 51 △  2 欠員不補充
小　計 92 85 △  7

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水　道 11 11 0
その他 18 17 △  1 事務分担の見直し
小　計 29 28 △  1

合　計 330 307 △23
一部事務組合
への派遣職員 3 3 0 岐北衛生施設利用組

合派遣
総合計 333 310 △23

※職員数は一般職に属する職員（教育長を含む）の数であり、地方公務員の身分を保有
する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

計画期間
数値目標

始　期 終　期
平成23年度 平成27年度

△27人　(△7.7%)
349人 322人

区　分 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 累計数値
減　員 19人 18人 20人 15人 18人 25人 115人
増　員 1人 6人 0人 6人 5人 2人 20人
差　引 △18人 △12人 △20人 △9人 △13人 △23人 △95人
職員数 384人 372人 352人 343人 330人 307人

※各年4月1日の職員数（割愛を含み、一部事務組合への派遣職員を除く。）

住民基本
台帳人口

（年度末）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A）
前 年 度 
人件費率

29,421人 12,594,557千円 482,510千円 2,466,506千円 19.6% 21.9%
※人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況	 （平成25年度普通会計予算）

職員数
（Ａ）

給与費 1人当たり
給与費 

（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

279人 1,060,980千円 144,220千円 370,770千円 1,575,970千円 5,649千円
※職員手当には、退職手当は含まれていません。
　職員数は、教育長、公営企業等会計部門(28人)、派遣（3人）を除いています。

⑶ ラスパイレス指数の状況（一般行政職）	 （平成24年度）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 岐阜県 県内市平均 全国市平均

93.2 94.0 94.7 101.3
（93.5）

102.7
（95.0）

105.4
（97.4）

106.9
（98.8）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公共団体ご
との公務員の給与水準を示す指数です。

※（　　）内は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による措置が無いとし
た場合の値です。

⑷ 職員の平均給料月額および平均年齢の状況	（平成25年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 346,097円 47.0歳
技能労務職 230,681円 53.3歳

⑸ 一般行政職の初任給状況	 （平成25年４月１日現在）

区　　　分 決定初任給 採用2年経過
日給料額

一般行政職
大学卒 172,200円（172,200円）184,200円
高校卒 140,100円（140,100円）148,500円

※（　　）内は国家公務員の額を表しています。

⑹ 経験年数・学歴別平均給料月額	 （平成25年4月1日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般

行政職
大学卒 該当者なし 270,100円 349,700円
高校卒 該当者なし 243,600円 293,842円

⑺ 一般行政職の級別職員数と構成比	 （平成25年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（%） 1年前の構成比（%）
1級 主　事　等 1 0.6 2.7
2級 主　任　等 33 19.2 18.6
3級 主　査　等 38 22.1 21.8
4級 係　長　等 25 14.5 13.3
5級 課長補佐等 27 15.7 21.3
6級 課長・主幹等 43 25.0 19.1
7級 課　長　等 5 2.9 3.2
計 172 100.0 100.0

※山県市の給与条例に基づく給料表の級区分による、平成25年4月1日現在の給与実
態調査に基づく一般行政職の職員数です。（普通会計）

山県市人事行政の運営等の状況について
　「山県市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の給与や勤務条件
など人事行政の運営状況を次のとおり公表します。

問総務課　℡22 – 6821
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区　分 内　　　　　　容

期末手当

勤勉手当

（支給割合）
区　　分 特定管理職員 特定管職理以外の職員
期　　別 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.025月分 0.875月分 1.225月分 0.675月分
12月期 1.175月分 0.875月分 1.375月分 0.675月分

計 2.200月分 1.750月分 2.600月分 1.350月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　5〜15%

（平成21年度〜26年度については、4〜10%）

退職手当 
（国制度と

同じ）

（支給率）
退職区分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.030月分 28.7875月分
勤続25年 32.830月分 38.955  月分
勤続35年 46.550月分 55.860  月分
最高限度額 55.860月分 55.860  月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（2〜20%加算）

貢献度に応じた調整額（調整月額の60月分）
平成24年度1人当たり平均支給額　21,510千円

扶養手当 
（国制度と

同じ）

配偶者	 月額	 13,000円
配偶者以外の扶養親族1人につき	 月額	 6,500円
職員に配偶者のない場合は扶養親族のうち1人	 月額	 11,000円
年度内に満16歳〜22歳までの子の加算	 月額	 5,000円

支給対象職員数  138人 平均支給月額  21,500円

住居手当 
（国制度と

同じ）

借家・借間に係る手当
　月額12,000円を超える家賃を負担している職員に対して家
賃額に応じて27,000円以内

支給対象職員数  24人 平均支給月額  24,600円

通勤手当 
（国制度と

同じ）

交通機関等利用者
　 運賃相当額に応じ　支給限度額　月額　55,000円
自動車等使用者
　片道2㎞以上の使用者に対して、距離に応じ

月額　2,000円〜24,500円
支給対象職員数  227人 平均支給月額  4,500円

管理職手当

（支給月額）
課長級等 主幹級等
41,600円 20,800円

支給対象職員数  49人 平均支給月額  27,700円

特殊勤務
手当

手当の種類 1種類（消防職員出動手当）

支給単価
出動1回につき500円
救急救命士として出動1回につき700円

職員全体に占める手当支給職員の割合　15.8%
支給対象職員数  44人 平均支給月額  3,700円

時間外
勤務手当

支給総額
平成24年度 82,356千円
平成23年度 53,069千円

職員1人当たり 
平均支給年額

平成24年度 323千円
平成23年度 208千円

※支給対象職員数と平均支給月額については、平成25年4月1日現在の給与実態調査
に基づく数値です。（普通会計）

⑻ 職員手当の状況	 （平成25年4月1日現在）⑶ 時間外勤務の状況	 （平成24年度）

区　　分 件　　数
勤務条件に関する措置要求 0件
不利益処分に関する不服申し立て 0件

	 （平成24年度）

公平委員会に係る業務の状況8

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3

⑼ 特別職の報酬などの状況	 （平成25年4月1日現在）

区　　分 月　　額 期末手当支給割合

給
料

市　　　長 738,000円
  6月期	 1.875月分

12月期	 2.025月分

　 計	 3.900月分

副　市　長 642,000円

報
酬

議　　　長 353,000円
副　議　長 315,000円

その他の議員 295,000円

⑴ 勤務時間の状況	 （平成25年4月1日現在）

正規の勤務時間 1週間当たり38時間45分
1日につき7時間45分

開始・終了時刻 開始　8:30　／　終了　17:15
休　憩　時　間 12:00 〜 13:00

⑵ 年次有給休暇の状況	 （平成24年度）

制度の概要 平均取得日数 消化率
1年度につき20日付与
翌年度に限り20日を限度と
して繰越可

8.8日 22.1%

対象職員数 平均時間外勤務時間数
257人 122.0時間

⑷ 育児休業の状況	 （平成24年度）

新たに育児休業した職員数 前年度から引き続き育児休業した職員数
4人 2人

	 （平成24年度）
職員の分限および懲戒処分の状況4

区　　分 処分者数 処分内容および事由
分限処分 2人 休職（心身の故障による）
懲戒処分 0人

	 （平成24年度）

職員の服務の状況5

区　　分 許可件数
営利企業等の従事 0件
職務専念義務の免除※ 1件

※市行政の運営上役員その他の地位に就くことが特に必要と認められる団体の役員に
就き、その事務を行う場合を除く。

⑴ 主な職員研修の実施状況	 （平成24年度）

職員の研修および勤務成績の評定の状況6

研修区分 受講者数 研修内容等

階層別研修 8人 幹部セミナー、新規採用職員研修、
中堅職員研修等

課題別研修 57人 行政実務講座、政策法務講座、政策
形成講座等

派 遣 研 修 4人 市町村職員実務研修等

市単独研修 536人 目標管理研修、情報セキュリティ研
修等

⑵ 勤務成績の評定の実施状況	 （平成24年度）

評定の時期 11月、3月
評定の

対象職員 全職員（育児休業者および休職者を除く。）

評定項目等 態度（責任感、積極性、協調性など）および能力（企
画、判断、知識など）について6段階評価

⑶ 公務災害の発生状況	 （平成24年度）

職員の福祉および利益の保護の状況7
⑴ 職員の健康診断の実施状況
　全職員を対象に年代別健康診断を実施し、健康管理に努めました。
⑵ 共済制度
　岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活の安定と福
祉の向上を図っています。
　また、会員（職員）の掛金で運営する山県市職員互助会を組織
し、福利厚生事業の充実を図っています。（職員互助会への公
費負担はありません。）

区　　分 件　　数
公 務 上 の 災 害 4件
通勤による災害 0件

7 広報やまがた 2013.12



            まち●話題のT O P I C S

　

第
68
回
国
民
体
育
大
会（
ス
ポ
ー
ツ
祭

東
京
２
０
１
３
）の
卓
球
少
年
女
子
団
体

で
優
勝
を
果
た
し
た
監
督
の
横
谷
淳
さ
ん

（
高
富
中
教
諭
）、
選
手
の
加
藤
知
秋
さ
ん

（
県
岐
商
③
）、
加
藤
杏
華
さ
ん（
県
岐
商

②
写
真
右
）が
10
月
24
日
、
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　
念
願
の
優
勝
を
果
た
し
、
横
谷
さ
ん
は

「
山
県
市
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
優
勝
で

き
た
」、
加
藤
知
秋
さ
ん
は「
優
勝
し
た
が

課
題
も
見
つ
か
り
、
今
後
も
頑
張
り
た

い
」、
加
藤
杏
華
さ
ん
は「
優
勝
し
て
自
信

が
つ
い
た
の
で
、
個
人
戦
で
も
優
勝
し
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、山
県
市
合
併
10
周
年
記
念・

古
田
紹
欽
記
念
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業

の
特
別
講
演
会
を
花
咲
き
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
は
、
僧
侶
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
川
村
妙
慶
さ
ん
が
、「
心
の
荷
物
を
お

ろ
す
知
恵 

〜
焦
ら
な
い 

何
と
か
な
る
か

ら
〜
」
を
テ
ー
マ
に
心
の
問
題
に
つ
い
て

の
話
を
し
ま
し
た
。
川
村
さ
ん
は
、
自
ら

の
経
験
談
や
仏
教
哲
学
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
集
ま
っ
た

2
0
0
人
の
聴
衆
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
講
演
に
先
立
ち
茶
会
と
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
参
加
者
は
ゆ
っ

た
り
と
し
た
秋
の
ひ
と
と
き
を
、
紹
欽
氏

が
生
涯
追
求
し
た「
美
し
い
心
」を
感
じ
な

が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
、
大
桑
小
学
校
児
童
が
地
震

体
験
車
で
大
地
震
の
揺
れ
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
岐
阜
県
が
行
う
地
震
体
験
車

リ
レ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
一
環
で
、
岐
阜
圏

域
の
小
中
学
校
な
ど
15
施
設
を
訪
問
し
、

地
震
発
生
時
に
命
を
守
る
行
動
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
震
度
５
弱
の
揺
れ
を
体

験
。
大
き
な
揺
れ
に
驚
き
、
机
の
脚
に
必

死
に
し
が
み
つ
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

教
師
た
ち
は
、
児
童
た
ち
が
体
験
し
た
よ

り
も
強
い
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
体
験
し
ま

し
た
。
児
童
た
ち
は
、
家
や
道
路
が
激
し

く
揺
れ
て
壊
れ
て
い
く
様
子
の
Ｃ
Ｇ
を
モ

ニ
タ
ー
で
見
て
、
口
々
に「
怖
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
第
２

次
山
県
市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
第
２
次
山
県
市
総
合
計
画
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
市
の
運
営
方
法
や
方
向
性
を

定
め
る
も
の
で
、
計
画
の
策
定
に
関
す
る

事
項
を
決
定
す
る
機
関
と
し
て
こ
の
審
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
初
回
と
な
る
こ

の
日
は
市
長
が
９
人
の
審
議
会
委
員
を
委

嘱
し
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
に
丹
羽

英
之
さ
ん
、
副
会
長
に
は
藤
田
昌
子
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
委
員
の
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

横
山
哲
夫
、
上
野
欣
也
、
大
野
朝
義
、

古
田
登
、
平
田
久
美
子
、
大
沢
登
美
子
、

佐
野
恵
津
子
、
江
崎
由
里
香（
敬
省
略
）

国
体
卓
球
少
年
女
子
団
体
で

念
願
の
優
勝

古
田
紹
欽
記
念
館
も
10
周
年

「
美
し
い
心
」を
感
じ
る

大
桑
小
児
童
が

大
地
震
の
揺
れ
を
体
験

山
県
市
の
未
来
の
た
め
に

第
2
次
山
県
市
総
合
計
画
策
定
開
始
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10
月
26
日
、
北
山
交
流
セ
ン
タ
ー
に

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
舟
伏
の
里
へ　
お
ん

せ
ぇ
よ
ぉ
〜
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
山
県
市
山
里
再

生
委
員
会
が
市
北
西
部
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
て
行
う
事
業
の
ひ
と
つ
。
地
元
で

採
れ
る
野
菜
や
山
菜
な
ど
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
田
舎
料
理
を
、
北
山
地
区

の
60
か
ら
80
歳
代
の
女
性
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
真
心
を
込
め
て
手
作
り
し
ま
す
。

　
営
業
は
土
、
日
曜
日
の
11
時
か
ら
15
時

ま
で
。
12
月
か
ら
来
年
2
月
の
間
は
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
0
8
0
─
2
6
4
8
─
8
1
7
5

　
10
月
22
日
、
富
岡
小
学
校
で
バ
レ
エ
公

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は「
バ
レ
エ
へ
の
お
誘
い
」と
題

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
バ
ー

レ
ッ
ス
ン
な
ど
ダ
ン
サ
ー
が
普
段
行
っ
て

い
る
練
習
を
見
た
児
童
ら
は
、
ダ
ン
サ
ー

の
体
の
柔
ら
か
さ
や
ジ
ャ
ン
プ
力
、
連
続

回
転
に
声
を
あ
げ
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は「
お
や
ゆ
び
姫
」の
公
演
が

行
わ
れ
、
演
劇
と
異
な
り
セ
リ
フ
が
な
く

音
楽
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
で
ス
ト
ー
リ
ー

が
進
ん
で
い
く
様
子
に
、
児
童
た
ち
は
興

味
深
く
見
入
り
、
大
き
な
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。
ま
た
、
児
童
11
人
が
天
使
や
王
子

の
衣
装
を
着
て
出
演
し
、
バ
レ
エ
特
有
の

歩
み
や
お
じ
ぎ
を
披
露
し
ま
し
た
。

北
山
で
田
舎
料
理
を
召
し
上
が
れ

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
プ
ン

優
雅
な
ダ
ン
ス
に
魅
了

富
岡
小
学
校
で
バ
レ
エ
公
演

ボーイズリーグ
県代表で活躍

玉井たまゑさん
元気に100歳を迎える

陸上女子１００ｍで
ジュニアオリンピック出場

　
第
20
回
村
瀬
杯
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ（
中
学
部
）府
県

選
抜
野
球
大
会
に
出
場
し
た
、
林
紘
基
さ
ん（
高
中

③
）、
長
野
寛
也
さ
ん（
美
中
③
）、
村
橋
主
晟
さ
ん

（
伊
中
③
）と
井
川
翔
さ
ん
、
渡
辺
隆
太
さ
ん
、
老
田

智
貴
さ
ん
、
幅
岸
貴
之
さ
ん（
い
ず
れ
も
高
中
③
）が

10
月
28
日
、
教
育
長
に
結
果
報
告
し
ま
し
た
。

　
中
部
、
近
畿
の
９
府
県
か
ら
12
の
選
抜
チ
ー
ム
が

集
ま
っ
た
こ
の
大
会
で
は
、
林
さ
ん
、
長
野
さ
ん
、

村
橋
さ
ん
が
所
属
し
た
岐
阜
県
選
抜
シ
ャ
ー
ク
ス
が

見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
、
玉
井
た
ま
ゑ
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
赤
尾
生
ま
れ
の
玉
井
さ
ん
は
、
大
桑
に
嫁
い
だ
若

い
こ
ろ
は
田
ん
ぼ
で
汗
を
流
し
、
３
年
前
ま
で
は
畑

の
草
引
き
を
す
る
な
ど
と
て
も
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
一
日
置

き
に
通
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、「
１
０
０
歳

を
家
族
や
た
く
さ
ん
の
人
に
祝
っ
て
も
ら
っ
て
う
れ

し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
44
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

女
子
１
０
０
ｍ
の
出
場
報
告
の
た
め
、
江
島
美
苗
さ

ん（
高
富
中
③
）が
10
月
21
日
、
教
育
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　
江
島
さ
ん
は
、
岐
阜
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女

子
１
０
０
ｍ
で
12
秒
55
の
好
タ
イ
ム
を
記
録
し
た
こ

と
に
よ
り
出
場
。「
初
め
て
の
大
き
な
大
会
で
緊
張

す
る
と
思
う
け
ど
、
冷
静
に
走
っ
て
決
勝
進
出
し
た

い
」と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
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今
後
の
イ
ベ
ン
ト

文
化
の
里
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

問
文
化
の
里
　
花
咲
き
ホ
ー
ル

　

℡ 

36

−

2
3
2
3　

FAX 

36

−

2
7
7
7

山
県
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時　
12
月
25
日（
水
）12
時
～
12
時
45
分

▼
出
演
者　
樋
口
健
司　
（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）

▼
主
催　
花
咲
き
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
協
力　
花
咲
き
ホ
ー
ル

ウ
イ
ン
ド
ハ
ー
モ
ニ
ー
山
県
の

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

～
い
つ
か
ど
こ
か
で
聴
い
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
～

▼
日
時　
１
月
５
日（
日
）13
時
30
分
～

▼
主
催　
ウ
イ
ン
ド
ハ
ー
モ
ニ
ー
山
県

▼
入
場
料　
大
人
１
，０
０
０
円　
高
校
生

以
下
５
０
０
円　
未
就
学
児
無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

花
咲
き
ホ
ー
ル

マ
ー
サ
21
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

※
中
央
公
民
館
で
は
チ
ケ
ッ
ト
販
売
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
ウ
イ
ン
ド
ハ
ー
モ
ニ
ー
山
県
事
務
局

℡
０
９
０
─
３
９
３
３
─
５
８
７
８

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
!!

一
年
の
締
め
く
く
り
は

花
咲
き
ホ
ー
ル
で
大
笑
い
!!!

年
忘
れ
！ 

爆
笑
花
咲
き
演
芸
会

日
時
　

12
月
23
日（
月
・
祝
）

　
　
　

13
時
30
分
開
場  

14
時
開
演

▼
出
演　
三
笑
亭
可
龍
、
桂
宮
治
、

江
戸
家
ま
ね
き
猫
、
桂
た
か
治

▼
入
場
料　
全
自
由
席

シ
ン
グ
ル
１
，０
０
０
円
、ペ
ア
１
，５
０
０
円

高
校
生
以
下
５
０
０
円　
未
就
学
児
無
料

売
り
切
れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

授
乳
ス
ペ
ー
ス
あ
り
ま
す
。

▼
主
催　

市
教
育
委
員
会　

花
咲
き

ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

花
咲
き
ホ
ー
ル
、
市
役
所
会
計
課
、

高
富
・
美
山
中
央
公
民
館

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
時
間

開
館
時
間  

9
時
～
17
時

（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

■入場料　全自由席　1,000円
　売り切れの際はご了承ください。未就学児入場可
■主催　市教育委員会　花咲きホール
■協力　花咲きホールボランティアスタッフ
■内容
　第1部　ヘンデル：ハープコンチェルト　変ロ長

調作品4-6　ヴェルディ：歌劇「運命の力」より「神
よ平和を与えたまえ」　ロッシーニ：歌劇「ウィリ
アム・テル」より「涙誘う沈黙の家」他

　第2部　ベートーヴェン：交響曲第九番「合唱付
き」より「第4楽章」

三笑亭可龍

第9回
花咲きコンサート
市民の第九
日時　12月８日(日)
　　　13時20分開場
　　　14時開演
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古
田
紹
欽
記
念
館
か
ら
の
お
知
ら
せ　

 

問
℡
36
─
1
0
2
3

山
県
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

古
田
紹
欽
記
念
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業

古
田
紹
欽
特
別
展

～
12
月
23
日（
月・祝
）

　
今
回
の「
特
別
展
」で
は
開
館
後
未

公
開
の
作
品
を
含
め
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
芸
術
を
好
み
、
学
者
と
し
て
生
き

抜
い
た
紹
欽
の
言
葉
や
生
き
方
、
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
古
田
紹
欽
記
念
館
が
お
贈
り
す
る

美
し
い
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

▼
特
別
展
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト 

　
古
田
紹
欽
記
念
館
ク
イ
ズ 

　
お
抹
茶
１
服　
く
じ
引
き
つ
き 

　
心
に
残
る
美
し
い
言
葉
を
募
集

図
書
館
、
各
図
書
室

年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ

▼
図
書
館（
本
館
）、
み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ

ル
倶
楽
部
図
書
室

　
12
月
28
日（
土
）～
１
月
３
日（
金
）

▼
高
富
中
央
公
民
館
図
書
室

　
12
月
29
日（
日
）～
１
月
３
日（
金
）

図
書
館
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
本
館
で
は
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト

に
よ
る
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を

入
場
無
料
で
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
12
月
22
日（
日
）　
10
時
30
分
～

▼
ア
ニ
メ　
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス　

ミ
ッ
キ
ー
の
が
ん
ば
れ
サ
ー
カ
ス
」

（
66
分
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中

　
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
た
め「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　
購
入
後
、年
数
が
経
過
し
た
本
な
ど
、

除
籍
処
理
を
行
っ
た
本
を
無
料
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？

紹欽さんの

● 

今
月
の
ひ
と
こ
と

　
健
康
は
自
ら
得
る
も
の

　
健
康
は
自
分
の
心
掛
け

次
第
に
よ
る
も
の
が
大
き

い
も
の
で
、
そ
の
心
掛
け

な
く
し
て
健
康
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
自
分
の
体
の
状

態
は
自
分
が
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
、
そ
の
場

合
、
自
分
を
甘
や
か
し
た

り
し
て
不
摂
生
を
し
な
い

こ
と
で
す
。な
ま
け
た
い・

眠
た
い
と
思
う
と
き
に
、

眠
っ
て
い
て
た
ま
る
も
の

か
、
な
ま
け
て
い
て
た
ま

る
も
の
か
と
い
う
も
う
一

つ
の
自
分
を
叱
咤
す
る
自

分
を
、
そ
こ
に
持
つ
と
い

う
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で

す
。（
中
略
）健
康
は
与
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
た
自
ら
鍛
練
し
て

自
ら
に
得
る
も
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

古
田
紹
欽「
我
生
き
て
　
　
　

今
あ
る
命
を
」

思
文
閣
出
版
参
照

あ
な
た
の
心
に
残
る

美
し
い
言
葉
・
山
県
市
の
コ
コ

を
募
集 

　
あ
な
た
の
心
に
残
る「
美
し
い
言
葉
」・

「
山
県
市
の
コ
コ
」
を
募
集
し
ま
す
。「
美

し
く
生
き
る
」
こ
と
を
生
涯
探
求
し
た
紹

欽
氏
に
ち
な
み
、
励
ま
さ
れ
た
り
い
や
さ

れ
た
り
し
た
あ
な
た
の
心
に
残
る「
美
し

い
言
葉
」を
背
景
と
と
も
に
募
集
し
ま
す
。

ま
た
あ
な
た
が
美
し
い
と
感
じ
る「
山
県

市
の
コ
コ
」も
募
集
し
ま
す
。
場
所
や
物
、

言
葉（
方
言
）、
歴
史
な
ど
を
理
由
と
と
も

に
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

新
春
茶
会　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆

百
人
一
首
を
楽
し
も
う

　

茶
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
釜
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

百
人
一
首
も
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
1
月
12
日（
日
）13
時
30
分
〜

▼
場
所　
古
田
紹
欽
記
念
館

▼
対
象　
小
学
生
以
上

▼
参
加
費　
6
0
0
円（
保
険
代
・
抹
茶
代

（
和
菓
子
付
き
）な
ど
）

▼
定
員　
30
人
程
度（
要
予
約
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ  
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■材料（4人分）
水•••••••••••••••••••••800cc	 酒••••••••••••••••••••••••• 200cc
だし昆布•••• 10センチ	 白だし••••••••••••••••• 100cc
薄口しょうゆ•••••••••••大さじ２
お好みの食材（白菜・水菜・ネギ・きのこ・豆腐・
肉または魚など）

❶なべに水と酒とだし昆布を入れ火にかける。
❷沸騰したら昆布を取り出して、白だしと薄口しょ
うゆを入れる。

❸お好みの具材を入れて、食材に火が通ったらでき
あがり。
※なべに白菜などの野菜がたっぷり入ると水分が出
てだしが薄くなるので、このレシピは気持ち濃い
めの味になっています。

作り方

昆布だしのあっさりなべぱぱっと
簡単レシピ

健康介護課 ℡22-6839

て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
日
本
人
に

と
っ
て
も
、
和
食
を
見
直
す
機
会
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
和
食
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
だ
し
に
代

表
さ
れ
る「
う
ま
み
」が
味
の
土
台
を
作
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
み
は
５

番
目
の
味
覚
と
し
て
英
語
で
も「
ｕ
ｍ
ａ

ｍ
ｉ
」と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
家
族
や
友
人
た
ち

と
大
勢
で
食
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
べ
が
登

場
す
る
こ
と
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
最

近
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
な
べ
料
理
が
あ

り
ま
す
が
、
だ
し
の
う
ま
み
が
効
い
た
シ

ン
プ
ル
な
な
べ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
人
の
伝
統
的
食
文
化
で
あ
る「
和

食
」。
こ
れ
が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

毎日１回15分間放送
毎週月曜日	 20:15～20:30
毎週火曜日	 10:45～11:00
毎週水曜日　  6 :00～ 6 :15
毎週木曜日	 20:15～20:30
毎週金曜日	 20:15～20:30
毎週土曜日	 13:45～14:00
毎週日曜日	 11:45～12:00

地上デジタル放送12chのチャンネル長良川

山県市広報番組 
企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN　チャンネル長良川

毎日２回15分間放送
6:00～6:15　19:00～19:15

地上デジタル放送11chのチャンネル長良川11

リポーターの堺梨乃です。今月の放送内容はこちら。

●北山交流センターにオープンした農家レストラ
ン「舟伏の里へ　おんせぇよぉ～」と、地域おこ
し協力隊を紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、「桜尾小学
校」を紹介します。
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こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
厚
生
労
働
省
の
イ

ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
で
す
。「
子
育
て
す
る
父
親
が
か
っ

こ
い
い
」
そ
ん
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

「
イ
ク
メ
ン
」と
い
う
言
葉
は
、
子
育
て
を

楽
し
み
、
自
分
自
身
も
成
長
す
る
男
性
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
イ
ク
メ
ン
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
、
妻
で

あ
る
女
性
の
生
き
方
や
家
族
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
子
育
て
を
通
じ

て
、
人
脈
や
活
動
範
囲
も
広
が
り
、
職
場

の
あ
り
方
や
社
会
全
体
も
も
っ
と
豊
か
に

変
わ
っ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
女
性
の
育
児
休
業
制
度
は
当
た

り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
男
性
の
育
児
休

業
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
①
３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者

が
希
望
す
れ
ば
、
短
時
間
勤
務
制
度（
１

日
原
則
６
時
間
）の
活
用
や
残
業
の
免
除

が
で
き
ま
す
。
②
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
の
看
護
休
暇
制
度
は
、
子
ど
も
が
一
人

な
ら
年
５
日
、
２
人
以
上
な
ら
年
10
日
ま

で
取
得
で
き
ま
す
。
③
育
児
休
業
制
度
は

父
親
も
母
親
も
１
歳
に
達
す
る
ま
で
の
１

年
間
取
得
で
き
ま
す
が
、
父
親
と
母
親
が

続
け
て
取
得
す
る
場
合
は
１
歳
２
カ
月
ま

で
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

※
育
児
に
関
す
る
休
業
制
度
の
利
用
に
つ

い
て
は
各
職
場
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
男
性
が
育
児
に
か
か
わ
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
。

安
ら
ぎ
の
あ
る
楽
し
い
家
庭
に

　
男
性
が
家
事
や
育
児
に
参
加
す
る
こ
と

で
家
庭
が
円
満
に
な
り
、
妻
や
子
ど
も
、

家
族
と
の
距
離
が
縮
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
愛
情
の
配
分
は
子
ど
も
が
生
ま
れ

る
と
夫
か
ら
子
ど
も
へ
と
移
行
し
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
加
齢

に
伴
い
夫
へ
の
愛
情
が
回
復
す
る
か
し

な
い
か
は
、子
育
て
を
夫
と
一
緒
に
や
っ

た
か
ど
う
か
が
大
き
く
影
響
す
る
よ
う

で
す
。

心
の
成
長

　
子
ど
も
の
心
は
人
と
の
か
か
わ
り
の
な

か
で
育
ち
ま
す
。「
自
己
主
張
」「
言
葉
」

「
遊
び
」な
ど
の
様
子
を
と
お
し
て
、
刻
一

刻
と
育
っ
て
い
く
子
ど
も
の
成
長
の
場
面

に
直
接
、
触
れ
ら
れ
ま
す
。

仕
事
の
能
力
ア
ッ
プ

　

育
児
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
親
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
出
来
事
が
多
く
思
い

ど
お
り
に
い
か
な
い
も
の
。
ま
た
、
限
ら

れ
た
時
間
の
な
か
で
焦
っ
た
り
、
突
発
的

な
こ
と
に
驚
い
た
り
す
る
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
経
験

が
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や

タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
仕
事
の
整

理
能
力
、
状
況
判
断
力
、
危
機
管
理
能
力

な
ど
仕
事
に
も
生
か
せ
る
た
く
さ
ん
の
力

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

第
２
子
以
降
の
出
産

　
「
夫
の
休
日
の
家
事
・
育
児
時
間
が
長

い
ほ
ど
、
第
２
子
以
降
の
生
ま
れ
る
割
合

が
高
く
な
る
」と
い
う
デ
ー
タ（
厚
生
労
働

省「
第
６
回
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査
」

（
平
成
21
年
））が
あ
り
ま
す
。
夫
が
育
児

に
積
極
的
で
あ
れ
ば
、
他
者
の
助
け
が
あ

れ
ば
、「
も
う
一
人
産
ん
で
み
よ
う
」と
い

う
気
持
ち
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
子
育
て
に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
こ
ん
な

に
メ
リ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
。
仕
事
も
子
育

て
も
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

企
画
財
政
課　
℡
22
︱
６
８
２
５

あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ
♪

　
～
男
も
女
も
暮
ら
し
や
す
く
～

【
連
載
第
5
回
】

育
て
る
男
が
、家
族
を
変
え
る
。

社
会
が
動
く
。
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議
会
12
月
放
送

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
本
会
議
の

「
提
案
説
明
」と「
一
般
質
問
」を
放
送
し
ま

す
。

▼
放
送
日
時　
12
月
29
日（
日
）正
午
～

▼
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル　
Ｃ
Ｃ
Ｎ（
12
チ
ャ

ン
ネ
ル
）

　
再
放
送
は
12
月
30
日（
月
）17
時
～
Ｃ
Ｃ

Ｎ（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

問
議
会
事
務
局
℡
22
―
6
8
4
0

美
里
会
館
日
日
雇
用
職
員
募
集

▼
募
集
人
員　
１
人

▼
賃
金　

日
額
２
，
４
０
０
円（
時
給

８
０
０
円
）

▼
勤
務
地　
美
里
会
館

▼
勤
務
内
容　
会
館
の
管
理（
来
館
者
対

応
、
電
話
受
付
、
清
掃
な
ど
）

▼
勤
務
時
間　
９
時
か
ら
22
時
ま
で
の
う

ち
お
お
む
ね
３
時
間

▼
勤
務
日
数　
１
カ
月
あ
た
り
の
雇
用
予

定
日
数　
20
日

▼
雇
用
期
間　
平
成
26
年
１
月
15
日
～
平

成
26
年
３
月
31
日

▼
雇
用
条
件
な
ど　
勤
務
日
、
勤
務
時
間

は
福
祉
課
の
指
定
す
る
日
時

▼
応
募
方
法　
12
月
20
日（
金
）ま
で
に
履

歴
書
を
、福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
勉
強
会

　
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
の
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
内
閣
府
の
担
当
者
に
よ

る
参
加
無
料
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
11
日（
水
）　
13
時
30
分
～

15
時

▼
定
員　
25
人
、
託
児
も
可
能（
要
申
し

込
み
）

▼
場
所　
美
山
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
内
容　
新
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
、
質

疑
応
答

問
か
ば
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー（
お
や
こ
Ｙ
Ｙ

ひ
ろ
ば
）

℡
0
5
0
―
1
5
3
7
―
8
7
1
8

お
知
ら
せ
広
場

石油ストーブ、石油ファンヒーターは手入れし、
使用方法をチェックしましょう

少しでもおかしいと思ったら、販売店や専門業者に相談してください。

ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119

チェック項目 石油ファン
ヒーター

石油
ストーブ 正しい使用方法 最終

チェック
①上に洗濯物を干していませんか？ 洗濯物は機器から離す

②火を消してから給油していますか？ 必ず火を消してから給油する

③カーテンの近くで使用していませんか？ 機器はカーテンから離す
④機器の周辺に燃えやすい物や布団など

がありませんか？ 布団や燃えやすい物などに近づけない

⑤スプレー缶を近くに置いたり近くで使
用したりしていませんか？

スプレー缶を機器の近くに置かない、
使わない

⑥温風空気取入口フィルターにほこりが
ついていませんか？ フィルターを定期的に掃除する

⑦温風吹出口にほこりがついていませんか？ 温風吹出口を定期的に掃除する

⑧置台にほこりやゴミがたまっていませんか？ 置台を掃除する

⑨持ち越しの灯油を使用していませんか？ 劣化した灯油は使用しない
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マ
マ
の
再
就
職
応
援
し
ま
す
！

～
働
く
マ
マ
、
働
き
た
い
マ
マ

の
交
流
会
～

　
働
き
た
い
マ
マ
、
働
い
て
い
る
マ
マ
が

集
い
、
教
え
て
ほ
し
い
こ
と
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

み
ん
な
で
気
軽
に
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
日
時　
12
月
15
日（
日
）　
10
時
30
分
～

12
時

▼
定
員　
20
人
程
度（
要
申
し
込
み
）、
お

子
様
連
れ（
小
学
生
も
可
）の
参
加
も
可
能

で
す
。

▼
場
所　
お
や
こ
Ｙ
Ｙ
ひ
ろ
ば

問
か
ば
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー（
お
や
こ
Ｙ
Ｙ

ひ
ろ
ば
）

℡
0
5
0
―
1
5
3
7
―
8
7
1
8

障
が
い
の
あ
る
人
が
受
け
ら

れ
る
手
当

　
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
を
対

象
に
次
の
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
申

請
が
必
要
で
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
要

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
特

別
な
介
護
を
要
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7

高
齢
者
な
ど
の
住
宅
の
屋
根

の
雪
下
ろ
し(

積
雪
50
㎝
以
上)

に
要
し
た
経
費
の一部
助
成

▼
対
象
者

・
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
75

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
を
受
け
た

人
が
い
る
世
帯（
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の

当
該
障
が
い
者
以
外
の
男
性
が
同
居
す
る

世
帯
は
除
く
）

・
母
子
ま
た
は
寡
婦
家
庭
世
帯

▼
助
成
額　
１
世
帯
あ
た
り
３
，
０
０
０

円
。
雪
下
ろ
し
に
要
し
た
経
費
が
３
，

０
０
０
円
に
満
た
な
い
場
合
は
支
払
っ
た

額
。

▼
助
成
の
回
数　
同
一
年
度
に
１
回

▼
相
談
窓
口　
民
生
委
員
か
福
祉
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
℡
22
―
6
8
3
7

第
65
回
人
権
週
間

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
は「
人
権
週
間
」と

し
て
、
各
地
で
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す

る
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

や
困
っ
て
い
る
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

  

臼
井
敏
雄（
谷
合
）、
西
村
純
子（
大
桑
）、

桐
山
綾
子（
梅
原
）、
鷲
見
明
俊（
高
富
）、

古
田
豊
行（
中
洞
）、
梅
田
勇
人（
平
井
）、

川
田
正
則（
西
深
瀬
）、
淺
野
澄
子（
藤
倉
）

問
岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

℡
0
5
8
―
2
4
5
―
3
1
8
1（
代
表
）

℡
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0（
相
談
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
、

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
制
度
に
加

入
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て

も
調
べ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
支
部
ま
た

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
―
6
7
3
1
―
2
8
8
7

お知らせ広場
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平
成
26
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
利
用
児
童
を
募
集

▼
参
加
対
象　
４
月
か
ら
市
内
の
小
学
校

に
通
学
す
る
小
学
校
１
～
４
年
生
の
児
童

の
う
ち
、
昼
間
保
護
者
な
ど
の
就
労
や
介

護
な
ど
が
月
15
日
以
上
で
、
そ
の
状
態
が

３
カ
月
以
上
継
続
し
家
庭
で
生
活
指
導
が

困
難
な
児
童
。

▼
実
施
時
間

・
通
常
時　
授
業
終
了
後
～
18
時

・
春
・
夏
・
冬
の
休
業
期
間
な
ど　
８
時

30
分
～
18
時

・
延
長　
７
時
30
分
～
８
時
30
分
、
18
時

～
19
時

　
延
長
に
つ
い
て
は
、
就
労
証
明
書
な
ど

で
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。

▼
募
集
期
間

　
12
月
３
日（
火
）～
28
日（
土
）

　
12
月
３
日（
火
）か
ら
必
要
書
類
を
お
渡

し
し
ま
す
。

▼
提
出
先

　
富
岡
小
学
校
区
の
人　
子
ど
も
げ
ん
き

は
う
す

　
富
岡
小
学
校
区
以
外
の
人　
高
富
児
童

館▼
参
加
決
定　
放
課
後
に
保
護
の
必
要
性

の
高
い
児
童
か
ら
定
員
の
範
囲
内
で
決
定

し
、
２
月
下
旬
以
降
通
知
し
ま
す
。

問
高
富
児
童
館
℡
22
―
4
7
5
0

香
り
会
館
だ
よ
り

○
お
正
月
飾
り
＆
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
　
も
う
す
ぐ
お
正
月
。
今
年
は
い
つ
も
と

違
う
お
正
月
飾
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
手
作

り
リ
ー
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を
迎

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
実
施
期
間　
12
月
中

▼
費
用　
２
，
０
０
０
円
～

問
香
り
会
館
℡
22
―
5
4
0
0

　
（
毎
週
火
曜
日
、
年
末
年
始
は
休
館
日
）

　

隣
接
す
る
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ

ン
ド（
℡
27
―
３
９
４
４
）で
は
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　
乾
公
民
館
で
二
胡
と
オ
ヤ
ジ
バ
ン
ド
に

よ
る「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し

ま
す
。

一
部　
二
胡
の
演
奏　
清
岡
正
氏
ほ
か

二
部　
「
エ
ビ
ス
バ
ン
ド
」ラ
イ
ブ

▼
日
時　
12
月
８
日（
日
）　
13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

▼
会
場　
乾
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　
無
料

問
乾
公
民
館（
山
口
）℡
53
―
2
1
1
1

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う

ち
前
々
年
分
や
前
年
分
の
事
業
所
得
、

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
人
が
対
象
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
制
度

は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
所
得
の
合
計
額

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

制
度
は
、
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
国
税
庁

Ｈ
Ｐ（http://w

w
w
.nta.go.jp

）に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
北
税
務
署

℡
0
5
8
―
2
6
2
―
6
1
3
1

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。　

　
大
学
説
明
会
を
12
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
行
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間　
２
月
28
日（
金
）ま
で

問
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
0
5
8
―
2
7
3
―
9
6
1
4
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「
炭
焼
き
体
験
」参
加
者
募
集

～
環
境
に
や
さ
し
い
資
源
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～

▼
日
時　
窯
入
れ　
１
月
26
日（
日
）　
９

時
30
分
～
15
時

　
窯
出
し　
２
月
９
日（
日
）　
10
時
～
13

時
　
荒
天
時
は
、
延
期
ま
た
は
中
止
の
場
合

あ
り

▼
場
所　
み
や
ま
の
森（
富
永
地
内
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
対
象
者　
小
学
校
４
年
生
以
上（
保
護

者
同
伴
の
場
合
は
４
年
生
以
下
で
も
可
）

親
子
で
の
参
加
歓
迎

▼
申
し
込
み
方
法　
12
月
19
日（
木
）ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

産
業
課
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
り
ま
す
。　

問
産
業
課
℡
22
―
6
8
3
0

「
家
屋
取
壊
し
届
」
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

で
所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
、
家
屋
お
よ
び

償
却
資
産
に
対
し
て
課
税
し
て
い
ま
す
。

　
課
税
に
つ
い
て
は
十
分
注
意
し
て
い
ま

す
が
、
現
況
の
家
屋（
居
宅
・
倉
庫
・
車

庫
な
ど
）と
お
手
元
の
平
成
25
年
度
課
税

明
細
書（
平
成
25
年
度
納
税
通
知
書
記
載
）

と
を
照
合
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
中
に
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や
、
過
去
に
取
り

壊
し
た
家
屋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、税
務
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
で「
家

屋
取
壊
し
届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
家
屋
取
壊
し
届
」は
、
税
務
課
や
各
支
所

窓
口
に
あ
る
ほ
か
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
℡
22
―
6
8
2
2

自
衛
官
等
募
集

　

将
来
、
陸
上
自

衛
隊
で
高
機
能
化
・

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

た
装
備
品
を
駆
使
・

運
用
す
る
と
共
に
、

国
際
社
会
で
も
自

信
を
持
っ
て
対
応

で
き
る
自
衛
官
と

な
る
者
を
養
成
す

る
た
め
に
、
中
学

卒
業
者
な
ど
を
対

象
に
募
集
し
ま
す
。

問
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部
岐
阜
募
集

案
内
所
℡
0
5
8
―
2
6
2
―
1
8
1
8

(

公
財)

濃
飛
会
岐
阜
県
学
生
会

館
入
寮
の
ご
案
内

▼
対
象
者　
岐
阜
県
出
身
者
で
平
成
26
年

４
月
に
東
京
近
郊
の
大
学
・
大
学
院
に
入

学
予
定
の
人

▼
場
所　
東
京
都
八
王
子
市
子
安
町

▼
募
集
人
員　
男
子
18
人
程
度　
女
子
10

人
程
度

▼
費
用　
寮
費（
管
理
費
・
食
費
含
）月
額

５
８
，
３
０
０
円　
入
寮
費
・
敷
金
別
途

あ
り

問
岐
阜
県
学
生
会
館
事
務
局

℡
0
4
2
―
6
4
6
―
6
5
6
1

お知らせ広場

Pick up!

▼日時　１月12日（日）10時から受付
▼場所　美山中央公民館
▼対象者　平成５年４月２日～平成
６年４月１日生まれの人
　市内に住民登録
がある人には、11
月中に案内状（出欠
席の確認）を送付し
ました。案内状が
届いていない人や、
市内に住民登録がない人で山県市
の成人式に出席を希望する人は早
急に連絡してください。12月13日

（金）までに連絡のあった人は、当
日の名簿に掲載します。
問生涯学習課℡22−6845
E-mail　shogai@city.gifu-yamagata.lg.jp

平成26年成人式開催

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

高等工科
学校生徒
（男子）

推
薦 中卒

（見込含）
17歳未満

〜12月6日㈮
1月11日㈯〜
13日（月・祝）のうち
※1日を指定

一
般 〜1月10日㈮ 1月18日㈯

17 広報やまがた 2013.12



12月 子 育 て 予 定 表
定員がある行事は、12月3日(火)9:00〜施設ごとに申込受付を開始します（℡受付可）。
定員になり次第締め切り。詳しくは各施設にお問い合わせください。

日 日時  定 定員  内 内容  持 持ち物  費 材料費（参加費）  備 備考

高富児童館 ℡22-4750
【休館日】 1日・8日・15日・22日・23日・29日・30日・31日

学童行事（市内小学生対象）
アレンジフラワー教室　〜クリスマスアレンジ〜
日 14日（土）10:00〜11:30　定 14人　費 500円
持 はさみ、お茶、ハンカチ

将棋クラブ
日 21日(土) 9:30〜11:00　定 10人
持 お茶、ハンカチ

森の木のかけらのお守り
〜おもちゃコンサルタントといろ〜
日 21日(土) 10:00〜11:30 　定 10人　費 100円
持 はさみ、お茶、ハンカチ

お正月飾りを作ろう！
日 27日（金） 10:00〜11:30 、13:30〜15:00
定 各10人　持 はさみ、お茶、ハンカチ

おもちゃ病院（壊れたおもちゃの修理）
日 9日(月) 10:00～12:00

おもちゃづくり（幼児向け）
パクパク人形
好きな物を食べる牛乳パックのお人形。ちゃんとゴックン
するよ。 
日 17日(火) 10:30～11:30　定 10組
持 お茶、その他必要品

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
ふれあいタイム～親子あそび～
日 毎週木曜日　10:30～11:00　定 なし

絵本タイム
日 毎週月曜日　10:30～と14:00～　定 なし

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
げんきタイム〜親子遊び〜
日 3日(火)・4日(水)・8日(日)・10日（火）・17日(火)・25日(水)
　11:00～11:30
定 なし

子どもげんきはうす ℡23-2323
【休館日】 2日・9日・15日・16日・23日・24日・29日・30日・31日

学童行事（市内小学生対象）
工作教室 〜カレンダーづくり〜
日 7日（土） 10:00〜11:30　定 15人
持 お茶、ハンカチ

アレンジフラワー教室 〜クリスマスを飾ろう〜
日 14日（土） 10:00〜11:00 　定 10人　費 600円
持 お茶、ハンカチ、花を持ち帰る袋

親子で作る！楽ちんランチ 
〜みんなでクリスマスパーティ！！〜
日 21日（土） 9:30〜12:00　定 15組　費 親子で500円
持 お茶、エプロン、三角巾、タオル
備 富岡公民館集合・解散

元気な力でドッジボール
日 1月11日（土） 10:00〜11:30　定 なし
持 帽子、お茶、タオル（雨天:上ぐつ）

ピヨケロサークル（登録制）
クリスマス会【1・2歳児合同】
日 11日(水) 10:30～11:30　持 お茶、その他必要品

木のおもちゃづくり（幼児向け）
干支（馬）
日 13日(金) 10:00〜11:30(制作時間は30分です。好きな
時間にきてね。) 　定 15組
費 500円 　 持 汚れてもいい服装

マミーサークル（登録制）
クリスマス会
日 11日(水) 10:30～11:30　持 お茶、その他必要品
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子育て支援センター（子どもげんきはうす内）
問 ℡23-2323　FAX23-2323	 各教室からのお願い 受付:10時まで ※要申込

講座名 対　象 日　時 場　所 内　容 持ち物

ミルキーKids

H25/1/1〜
4/1生まれ

18日(水)
10:00〜11:30

子どもげんきはうす
2階 仮設室

わらべうたベビーマッ
サージを楽しみましょう

（講師：前平美由紀)

バスタオル、
おねしょシーツ
またはピクニッ

クシート、お茶、
その他必需品

H25/4/2〜
7/31生まれ

18日(水)
10:00〜11:30

保健福祉
ふれあいセンター
3階 集会室

保健師・管理栄養士を
交えてお話しましょう

バスタオル、
お茶、

その他必需品

すくすく教室 1歳児と
保護者 6日（金）

10:00〜11:30
保健福祉
ふれあいセンター
3階 集会室

クリスマス会
（講師：鷲見ゆかり）

お茶、
その他必需品

のびっこ教室 2〜3歳児
と保護者

小鳩会 1〜3歳児
と保護者

13日(金)
10:00〜11:30

伊自良
老人福祉センター
2階 和室

おばあちゃんと
カレンダーづくり

写真（4〜5枚）、
お茶、

その他必需品

つくしんぼ教室 1〜3歳児
と保護者

13日(金)
10:00〜11:30

美山中央公民館
1階 和室

クリスマス会
（講師：鷲見ゆかり）

お茶、
その他必需品

Happy Happy Birthday
〜お誕生日のお友達集まれ〜

写真と手形で記念を残しませんか。【持ち物】Ｌ判写真1枚

子 育 て 予 定 表

家庭教育講座
　テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります。

【対　象】 子育てにかかわる人ならどなたでも
【日　時】 19日（木）10:00～12:00
【場　所】 子どもげんきはうす
【テーマ】  「しつけ」とは何か。
問 山県家庭教育研究所　℡22-4569（代表：野沢）

おはなしひろば
　お子様の対象年齢にあわせて本の読み聞かせをします。
小さい子は保護者同伴でお願いします。

おはなしピーチクよみきかせ
【場所】図書館本館　℡36-3339  
【日時】7日（土）・14日(土)・21日(土)
　　　10:30～

【場所】高富中央公民館図書室　℡22-3351
【日時】14日(土)　10:30～
みやまジョイフル倶楽部もこもこもこ

【場所】みやまジョイフル倶楽部図書室　℡55-2608
【日時】14日(土)・20日(金)　10:00～

わくわくタイム（未就学児対象・要予約）

手づくりで子どものおもちゃ一緒に作りませんか。
◆メリーボトル (ペットボトルのおもちゃです)

【日時】3日(火)、10(火) 10:00～10:30 　【定員】各10人
【費用】350円

◆ぱっかぱっかおうま (足が動きます)
【日時】17日(火) 10:00～10:30　【定員】10人

おはなしタイム（未就学児対象・申込不要）

◆絵本の読み聞かせ
（絵本・紙芝居の読み聞かせ、エプロンシアター、
ペープサートなど）
毎週木曜日　10:30〜11:00、13:30〜14:00
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弁護士相談	 市民環境課  ℡22-6828
12日（木）13：00〜14：30 市役所　市民相談室（1階）25日（水）18：00～19：30

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます 
行政相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
17日（火）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（1階）
よろず相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
26日（木）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（１階）
人権擁護相談（電話相談可）	 福祉課  ℡22-6837

17日（火）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（1階）、
美山支所

介護をほっと語らう会	 健康介護課  ℡22-6838
20日（金）13：30〜15：00 ふれあいセンター
精神保健福祉なんでも相談会	 福祉課  ℡22-6837

3日（火）、
17日（火）、
24日（火）

13：30〜15：00 ふれあいセンター

休日診療（診療時間 9:00～13:00、16:00～19:00） 
1日（日）もりこどもクリニック	 東深瀬 ℡23-0321
8日（日）やまもと整形外科	 高富 ℡27-0170

15日（日）不破クリニック	 岐阜市太郎丸 ℡058-229-6081
22日（日）石田内科	 岐阜市福富出口 ℡058-229-5530
23日（祝）臼井内科医院	 富永 ℡52-2030
29日（日）宇野クリニック	 伊佐美 ℡27-2100

市民環境課 （消費生活相談窓口） ℡22-6828

市総合体育館
12月スポーツイベント 

1日(日) JAぎふ杯小学生バレーボール大会

7日(土) 第8回全日本レディースバドミントン
大会（個人戦）

8日(日) 岐阜県少年剣道錬成大会

14日(土)
15日(日) NPOフレンドリーバレーボール大会

22日(日) フレンドリーカップ

23日
(月・祝)

第8階U14クラブチャンピオンシップ
男子バレーボール大会県予選会

くらしのカレンダー12月

消費生活ニュース  !
〜こんなことにご注意を〜

　魚介類を扱う業者から電話があり、いきなり世間話のように「今の
時期何が食べたいか」と聞かれた。思わず「カニかねえ」と答えたとこ
ろ、買うとは一言も言っていないのに、「今カニを送ったよ。もう返せ
ないよ」と言われた。驚いて「なぜ送るのか」と反論したが「今食べた
いと言ったじゃないか」と怒鳴られた。代金引換の宅配便で送ってくる
らしい。業者名や電話番号を聞いたが「教える必要はない。品物が

届けばわかる」と教えてもらえず、らちが明かないと
思って電話を切ったところ、またすぐ電話があり「一
方的に切ったな。カニは送る」と言われた。などと
いう送りつけ商法があります。承諾していないのに
一方的に商品が送りつけられても、支払いの義務は
なく、受け取る必要もありません。業者の連絡先な
どが分からないことが多いため、商品を受け取り支
払ってしまうと、代金を取り戻すことが難しくなりま
す。安易に受け取らないようにしましょう。　　　	

休日診療
2日（木）：宇野クリニック　伊佐美
	 ℡27-2100
3日（金）：にのみやクリニック　高富
	 ℡22-1717
5日（日）：遠渡内科　東深瀬
	 ℡27-2888

1月5日
までの
予　定

乳幼児健診	 健康介護課  ℡22-6839
3・4か月児健診
25日（水） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

10・11か月児健診
18日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター
1歳6か月児健診
11日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

予防接種	 　健康介護課  ℡22-6839
BCG
26日（木） 受付13：15～14：00 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布）	 健康介護課  ℡22-6839
20日（金） 受付13：15～14：00 ふれあいセンター

妊婦歯科健康診査	 健康介護課  ℡22-6839
20日（金） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

乳幼児相談	 健康介護課  ℡22-6839
9日（月） 10：00～11：00 ふれあいセンター

すこやか相談（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
13日（金） 13：30～16：30 ふれあいセンター

心の相談（２日前までに要予約）	健康介護課  ℡22-6839
26日（木） 13：30～１5：00 ふれあいセンター

あそびの教室（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
2日（月） 10：00～11：30 ふれあいセンター

16日（月） 10：00〜11：30 ふれあいセンター

献血	 健康介護課  ℡22-6839

25日（水）
9：30～12：00 ぎふ農業 高富支店
13：30～16：00 岐北厚生病院

カニの送りつけ商法に注意！

見守るくん

はっきり
断ってね

「ふれあいセンター」は市保健福祉ふれあいセンター
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター 

市総合体育館 ℡22-6622
夜間休館日　　　12月15日（日）
年末年始休館日　12月28日（土）17時〜1月3日（金）
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夜間窓口開設日（21:00まで開設）
今月は25日（水）です

開設窓口

福祉課（℡22-6837） 徴収対策室（℡22-6843）
税務課（℡22-6822） 健康介護課（℡22-6838）
水道課（℡22-6835）
市民環境課（戸籍・住民係）　℡22-6829
　　　　　（国保・年金係）　℡22-6827

市民環境課 ℡22-6828
不燃ごみ・ 粗大ごみ受付センター ℡23-0108

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

5日
（1月8日）

19日
19日

月
・
木
曜
日ご
み
袋
は
必
ず
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
）

大北･石田町･山本･
双葉台･京ヶ洞･星ヶ丘･
南屋敷･石畑･美里

6日
（1月8日） 20日

北町･ 栄町･ 仲町･
本町1、2、３丁目 9日 20日

16日
共和町 18日佐賀･ 見晴台･ 金池 10日

火
・
金
曜
日

東深瀬（向イ・鴻ヶ池を除く） 7日
（1月9日） 17日 10日

向イ･鴻ヶ池･高木東･阿原 11日
高木（高木東･ 阿原を除く） 10日

23日
12日

西深瀬 11日 13日
梅原 12日 25日
桜尾 4日

（1月6日） 17日
6日

（1月10日）

大桑 3日
（1月6日） 9日

長滝・平井・掛・
松尾･上願・大門 2日

（1月6日） 16日 26日
洞田･小倉･大森･藤倉 27日
北山 14日 27日

3日
（1月7日）

葛原 2日
（1月6日）谷合

21日北武芸 26日
3日

（1月7日）
乾 18日 4日

（1月8日）
月
・
木
曜
日

富波 13日 24日岩佐 5日
（1月9日）中洞 18日 26日

～1月10日 

資源ごみ・有害ごみ休日回収日（毎月第4日曜日）
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域

缶･ペットボトル･びん･
白色トレイ･電池･蛍光
管･電球･段ボール･新聞
紙･衣類･雑誌･紙パック 22日

9:00～
16:00

市役所北
車庫棟24･25

衣類･電池･蛍光管･電球 8:30～
16:00

市クリーン
センター

有害ごみ（各支所・出張所）回収日 
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域 電池･蛍光管･
電球

19日
20日

8:30～
17:00

伊自良･美山支所、
西武芸出張所

戸籍の窓
市民環境課 ℡22-6829

10月届け出分
この欄は、山県市役所本庁また
は支所の窓口で届出をされた、
本市に住民登録がある人を掲載
しています。（敬称略）

表記できない文字がありますので、あらかじめご了承ください。

高　富	 森田　絢
あ や と

仁
	 岡川　蒼

あ お い

維
	 今瀬　玲

れ い ら

良
東深瀬	 河野　友

ゆ う と

翔
西深瀬	 寺町　咲

さ や

野
葛　原	 田中　亮

りょうすけ

丞

柿　野	 川﨑　蓮
れ ん と

斗
青　波	 木村　斗

と う や

哉
岩　佐	 山田　彩

さ い ね

禾	
伊藤　夢

ゆ め

姫
中　洞	 新家　実

み ほ

歩

赤ちゃん誕生

12月のごみ収集日 

高　富	 土田　嘉子	 86歳
	 影山　時子	 76歳
高　木	 福井てつの	 89歳
梅　原	 笹岡　延之	 77歳
大　桑	 土田　　操	 77歳
大　森	 江崎　實元	 72歳
藤　倉	 野田　信枝	 90歳
片　原	 山口　賢一	 92歳

片　原	 平野あさゑ	 96歳
葛　原	 長野　貞子	 83歳
谷　合	 堀田　　明	 77歳
出　戸	 藤田　敏子	 59歳
青　波	 野々村龍雄	 79歳
富　永	 恩田　義雄	 64歳
岩　佐	 山口かつ子	 75歳

おくやみ

※発泡スチロールは、小さくして可燃ごみ袋に入れてください。

人口の動き
総人口 29,153人 （−64人）

世帯数 10,766戸 （−18戸）

男 14,122人 （−7人）
女 15,031人 （−57人）

（平成25年11月1日現在）

高　富	 吉田　龍司
	 長野　育代
東深瀬	 中村　裕之
	 杉山　梨奈

ご結婚おめでとう
富　永	 早川　幸司
	 今井　真実
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大豆油を含む植
物油を使用した
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私
た
ち
広
報
担
当
で
、
今
月
号
３
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
合
併
10
周
年
記
念
事
業「
出
張
！
な
ん
で

も
鑑
定
団
in
山
県
」
を
担
当
し
ま
し
た
。
２
人
と

も
イ
ベ
ン
ト
の
担
当
は
初
め
て
で
し
た
が
、
観
客

の
皆
さ
ん
や
協
力
し
て
く
れ
た
職
員
の
お
か
げ
で

無
事
収
録
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
収
録
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
開
場
前
か
ら
並
ば
れ
た
観
客
の

皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
と
会
話
が
で
き
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
と
て

も
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
Ｔ
）

　
編
集
後
記
の
ネ
タ
は
い
つ
も
相
方
Ｔ
と
か
ぶ
る

た
め
早
い
者
勝
ち
で
す
。
今
回
は
先
を
越
さ
れ
た

の
で
後
に
書
き
ま
す（
笑
）。鑑
定
団
収
録
日
の
朝
、

花
咲
き
ホ
ー
ル
に
虹
が
か
か
っ
て
い
る
の
を
見
た

瞬
間
、
事
業
の
成
功
を
確
信
し
ま
し
た
。
い
え
、

虹
の
お
か
げ
に
す
る
の
は
お
か
し
い
で
す
ね
。
Ｔ

も
言
う
よ
う
に
、
お
も
て
な
し
の
心
で
丁
寧
な
対

応
を
心
が
け
た
ス
タ
ッ
フ
と
、
混
乱
な
く
列
を
作

り
着
席
し
、
収
録
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
お

客
様
の
お
か
げ
で
す
。
こ
こ
に
も「
お
宝
」が
あ
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

編
集
後
記

医
療
従
事
者
向
け

ナ
チ
ュ
ラ
ル
素
材
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
東
深
瀬
の
空
き
家
を
改
築
し
た「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
フ
ー
ド
緑
の
テ
ー
ブ
ル
」
代

表
の
毛
利
有
香
さ
ん
は
、
起
業
の
動
機

や
弁
当
の
特
徴
、今
後
の
目
標
な
ど
を
、

笑
顔
で
、
そ
し
て
熱
く
話
し
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
の
子
ど
も
が
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
だ
っ
た
の
で
、
食
の
安
全
を
意
識

し
、
で
き
る
限
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
食
生

活
を
日
々
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
わ
た
し
自
身
が

入
院
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
巨
大

病
院
の
中
の「
食
」と
、
働
く
方
々
の
激

務
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
後
７
カ
月
間

か
け
て
、
県
内
を
は
じ
め
全
国
の
大
病

院
な
ど
で
働
く
方
々
の
生
の
声
を
聞

き
、
改
善
し
た
い
、
改
善
し
な
け
れ
ば

と
感
じ
、
こ
の
店
舗
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
」新

鮮
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
弁
当

　
「
お
届
け
す
る
ラ
ン
チ
は
、
素
材
、

味
付
け
、
量
、
形
状
な
ど
、
病
院
で
働

く
方
々
と
共
に
時
間
を
か
け
て
考
案
し

た
も
の
で
す
。
店
舗
の
す
ぐ
そ
ば
の
畑

で
収
穫
さ
れ
た
無
農
薬
野
菜
を
中
心

に
、
岐
阜
県
内
で
元
気
に
育
て
ら
れ
た

平
飼
い
卵
や
雑
穀
、
お
米
な
ど
を
農
家

さ
ん
か
ら
直
接
仕
入
れ
、
お
料
理
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
徴
は
、

地
元
の
新
鮮
な
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
取

り
入
れ
、
量
、
味
付
け
、
除
去
食
な
ど
、

お
客
様
一
人
ひ
と
り
の
細
か
い
ニ
ー
ズ

に
も
お
こ
た
え
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商

品
で
あ
る
こ
と
で
す
」

病
院
内
に
も
店
舗
を

　
「
目
標
は
、
病
院
内
に
も『
緑
の
テ
ー

ブ
ル
』
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
。
地

元
で
採
れ
た
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
を

地
元
の
人
た
ち
が
食
べ
る
、
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
を
病
院
内
で
も
で
き
た

ら
す
て
き
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、『
緑
の
テ
ー
ブ
ル
』は
地
元
農
業
と

大
病
院
の
架
け
橋
と
な
っ
て『
食
』を
通

じ
、
病
院
で
働
く
方
々
の
応
援
団
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

市商工会に協力いただき、
市内の企業を紹介するコーナー

市内企業の紹介　VOL.9

ナチュラルフード緑のテーブル
東深瀬1051番地1　℡22―4311
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